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資　料

他者 との 共 同行為に よ る幼 児の タス ク習熟度 の 発達

板倉　達哉
＊ ・柄 田　　ge” ・

長崎　　勤
＊ ＊ ＊

　本研究 は 、 幼児の タス ク習熟に影響す る共同行為 を検討する ため 、 カプ ラ とい う積

み木 を高 く積む課題 における幼児ペ ア によ る高さ と、その 変化に関わる共同行為要因

を明 らか にする こ とを 目的 と した 。 対象は 、 同年齢の 幼児ペ ア 5組 10名で 、課題の 遂

行プ ロ セ ス にお ける相互作用 につ い て 2者間の 発話 と行動 を分析 し、各ペ ア に よる高

さの 違 い と相互作用 にお ける特徴を検討 した 。 結果か ら 、 課題遂行 に は、 2 者間で の

会話 を頻繁に 行 うこ と、課題 目的に見合 う話題 の 量 を確保 する こ と、相手の 提案を肯

定的に受け入れて行動に移す こ とが 有効 とわ か っ た 。 そ して、こ れ らを総合する こ と

で 、 新 しい 知識を得る こ とが課題達成に有効で ある こ とが わか っ た 。 大人の 指導や 助

言、そ して年長の 仲 間と の 活動に加えて、同年齢の 幼児同士がお互 い の 意見を交換 し

て新 しい 見識を得る こ とは 、 幼児相互 に よる発達に有効で ある こ とが示唆 され た 。

キー ・
ワ
ー ド ：幼児の 共同行為、幼児間の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン 、や り取 りの 量 と質

1．問題 と背景

　幼稚 園教諭 や保 育所保育士 とい っ た保育者

は、乳児や幼児の 発達 を見極め 、そ の 子 どもに

合 っ た環境を構成 し 、 言葉かけな どを行 うこ と

が幼稚園教育要領や保育所保育指針で 示 され て

い る （文部科学省 ， 2008 ；厚生労働省，2008）。

しか し、 1 人の 保育者に対 して複数の幼児が い

る
一
般的 な保育場面で は、幼児

一人ひ とりに 関

わ る時間が 限 られる 。 加 えて 、 保 育者は、幼児

と対等な立場に あるわけで はない の で 、保育者

の こ とばや態度 は指示的に な る 傾 向に あ る。

　幼児は保育者 との かかわ り以上 に友だち と遊

ぶ こ とで多 くの 時間 を過 ごす 。 その 仲 間と い う

同等の 関係の 中で、幼児は様 々 な活動 を通 して

共通の 体験 をす る 。
こ の こ とは 、 幼児が 仲間間

で の 試行錯誤的な相互 交渉を繰 り返 し、日々 学

　 ＊ 筑波大学大学院教育研究科

＊ ＊ 文 京学院大 学 人 間 学 部

＊ ＊ ＊ 筑波大学大 学 院 人 間 総 合 科 学 研 究 科

ぶ 機会が多い こ と を示す 。

　その た め、保育者は 、 幼児が行 う他者との 共

同行為 を通 じた学習機会 に 配慮 した保育を行 う

必要が ある。

　幼児は、問題解決活動 を他者 との 関わ りで行

うこ とで 、既 に持 っ て い る知識や 能力水準以上

の力 を生み出す 。

　ヴ ィ ゴ ツ キ
ー （1935） に よる と、現在の 発達

水準 と 、 子 どもが 自主的に は解けな い が 大人 の

指導や 援助、自分よ りも知的 な仲間 と の 共同作

業 、模倣な どで解 く問題に よ っ て 規定 され る可

能的発達水準 と の 隔た りの こ とを発達 の 最近接

領域 （Zone　of 　Proximal　Development ；ZPD ） と

述 て い る 。 BerkとWinsler （1995） は 、 こ の ZPD

で の 効果的な教授 と学習の 相互 作用 を述 べ る際

に
”
足場 をつ くる

”
と い うメ タ フ ァ

ーを示 し、

こ れ を構成す る要素 として共同で の 問題解決活

動 に おけ る子 ど もた ちの 取 り組み を示 して い

る 。 そ の 活動 へ の 参加者は、大人 と子 ど もで あ

っ た り、 あ る い は子 ど も同士で あ っ た りす るが 、
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重要 なこ とは、目標達成の た め に共 に励み 、お

互 い に影響 を及 ぼ す こ とで あ る 。 また 、田 島

（1996）は、この ZPD の 概 念を子 ど もが成熟 し

つ つ ある領域 に働 きかける教育の 本質 と述 べ て

い る 。 保育場面 に い る幼児が 、新た な課題解決

能力 を獲得する こ とや 、現有の 課題解決ス キ ル

の 習熟 を得 るため に は、仲間や保育者と い っ た

他者との 共同す る問題解決活動が重要で ある と

考える。

　これ らの 見解か ら、 保育場面 を想定 し、他者

と共同す る問題解決活動 と課題習熟の 過程の 関

係 を検討 し、知見を得る こ とは 、 保育実践 に有

益 な情報を提供する と考える 。

　そ こ で 、 本研究で は保育場面で
一般的な遊 び

と想定 される積み 木あそ び を活動と して 取 り上

げる こ と と し た 。 共同 して積み 木 を積み上 げる

行為の 過程で、積み木 をどの よ うに 積む こ とが

高 く積み 上げる こ とに つ なが るか に つ い て の 幼

児同士の行為を検討 した い と考 えた 。 こ の 幼児

同士 の 行為 に課題習熟 の発達 の鍵 とな る発達の

要因 が含まれ て い る と考 えられた 。 そ こ で 、積

み木の 高さ の 上 昇 に関連する幼児問の 相互作用

にお ける要因を検討す る こ とと した。

　カ プラ とい う大人の 手の ひ らに乗るほ どの 細

長 い 白木板の 積み 木を用 い た あそび活動 を取 り

上 げる こ とで、相互 に既知 の 仲間で ある幼児ペ

ア が 活動を くり返す こ とに よ っ て、よ り積み木

を高 く積む こ とを タス ク 習熟度 の 指標と し、幼

児に よる独 自の 積 み方や幼児 間の 積む方略の 相

談な ど 、 共同行為の 特性が観察で きる。 こ の 幼

児問の 共同行為の 特性 とタス ク習熟度か ら 、 タ

ス ク習熟 を促す ため の 共同行為の 要 因が 明 らか

になると考 えられ た。

皿． 目　的

　本研究で は 、 幼児の タ ス ク習熟度 と関連す る

共同行為 を検討するた め 、 カ プラ とい う積み木

を用 い た 。 カ プラを積む課題 の 過程で 、 高 さや

積み方 などに影響 する共同行為の 要因を見出す

こ とを目的 とした 。 同年齢の 幼児 ペ アが 、 保育

活動 と して 積み木 を積 む行 為を く り返 して行

う。そ の 間の 積み 木の 高 さの 変化 と 、 幼児間の

発話数や 発話機能 、 発話 内容 を分析 した 。 また 、

本研究で得 られた知見が、幼児 の保育を担 う保

育者に対 して 有益な指導計画の 基礎情報 となる

こ とを目指 して い る 。

皿．方　法

　 1．対象者

　対象 ：A 幼 稚 園 5 歳児 クラ ス 在籍 の 5組 10

名 。 各幼児ペ ア が協力 して活動 し、共同行為が

円滑に なる よ うに事前に担任教諭と相談 し、 自

由遊びの 中で よ く
一

緒に遊 ん で い る 子 ど もを 2

人 1 組の ペ ア と して 5組選ん だ。各幼児ペ ア は、

ペ ア A （JI・DK ）、ペ ア B （RK ・ME ）、ペ ア C

（TS ・HY ）、
ペ ア D （RY ・YT ）、ペ ア E （RN ・

WK ） で、ペ ア A 、　 C 、　 D は男児 ペ ア 、
ペ ア B 、

　 E

は女児 ペ ア で あ っ た 。

　 2．期　間

　平成20年 9月 1 日〜平成 20年11月 5 日。 午前

中の 自由遊び の 時間帯で 、 幼児単独 に 1 日ずつ

計10回、各幼児 ペ ア を 2 回ず つ 計10回、観察を

行 っ た 。

　 3 ．観察場所

　A 幼稚園の 空 き教室 に カ プ ラ を準備 した カ プ

ラ コ ー
ナ

ーを設置 した 。 教室に は対象者 とカプ

ラ全体が入 る よ うに 三脚 を使用 して デ ジタ ル ビ

デ オカ メ ラ をセ ッ テ ィ ン グ し、ビデ オ テ
ー

プに

収録 した 。 撮影は、対象児がカ プ ラ コ
ー

ナ
ー

に

入 っ て きた と ころか ら退出す る まで行 っ た 。

　 4 ．課題の 実施手順

　本研究 は、幼稚園の 保育活動 として 実施した。

そ の た め、本研究の 課題 と した活動に よ っ て 幼

児の保育活動 にお ける達成感を損なわ な い よ う

考慮 し、達成感を もっ て課題活動を終える よ う

に配慮 した 。 課題の 実施手順は下 記に示す 。

　（1）幼稚園の 空 き教室 に カプ ラ コ ーナーをつ

くり、 対象児 1人を観察者が誘導 した 。

　（2）最初は幼児単独に よる課題 の ため、一人
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ずつ 対象児 に、自分の で きる限 りの 高 い 塔 をカ

プ ラ で作る とい う提示 を観察者が与えた 。

　（3）対象児が作成完了するまで 課題 を実施 し、

結果に 関 して 「高 く積め た ね」、 「上手 だね」 な

どと肯定的に フ ィ
ー

ドバ ッ ク した 。

　 （4）幼児単独に よる課題 の 後、予め 担任教諭

と選定 したペ ア で 、 10分間協力 して カ プラ を高

く積む よ うに指示した 。 制限時間は 、 子 どもが

視覚的 に理解 しやす い よ うに タイ マ
ーを設置 し

て 、 対象児 に提示 した 。

　（5）幼児ペ ア に よ る 1 回 目の 課題 が 終了 した

後、タイマ ーを置 くこ とや 10分 と い う制限時間

が幼児 に と っ てプ レ ッ シ ャ
ーとなる こ とと判断

した 。 その ため、 2 回目の 実施で は制限時間を

20分 間に延長 し、タイ マ
ー
提示をな くした 。 さ

らに 、 カ プ ラ を積 む こ とに集中する よ う配慮 し

た 。

　（6）原則的に 、 観察者 は幼児の 様子 を見守る

が、幼児 ペ アが助けを求めた場合 は適度に助言

な どを与えて対応 した 。

　（7）課題の 終了時は 2 名で 達成 した実感を味

わ っ て もら うため に、肯定的 な フ ィー ドバ ッ ク

を行 っ た 。 さら に 、 積み た い と幼児が 申し出た

ときは観察者が 手伝い 、達成感を増す ように し

た 。

　 5．分 　析

　収録した ビデ オ テ
ープ の 内容を 、 時間経過に

沿っ て 、活動 の 概要、対象児 の 発話 を文字化 し

た 。 文字化 した記録か ら各対象児の 発話 に つ い

て発話機能 を 、 観察者 1 名 と観察 して い な い 1

名と協議して コ
ー

デ ィ ン グ した 。 発話機能 コ ー

ドを機能 カ テ ゴ リーの 定義 と発話例Table　1に

示 した 。 発話機能 コ ー ドと機能カ テ ゴ リー定義

は、飯 高 ・若葉 ・長崎 （1988）を参考に して決

定 した 。

Table　1　 コ
ー

デ ィ ン グの 定義と 例文

Code 定　　義 例

Request
　　　　　 相手の 反応を期待する発話 。

（略号：Req）

Command
　　　　　 Req よりも強く、指示す るような発話 。

（略号 ：Com ）

Statement
（略号 ：Sta）

状況 の 説 明や、独り言 。

Positive　 相手の Req、　Com 、Staに 肯定的な発話 。

Response　 但し、 次 の 行動を含む。　Reqや Com に肯定的に 反応した行動、

（略号：Pos） 否定の 発話だが肯定的な行動。

Negative　相手の Req、　Com 、　Staに否定的な発話 。

Response　 但し、 次の 行動を含む。　Reqや Com に 否定的に反応した行動、

（略号 ：Neg ）肯 定の 発話 だ が肯定的な行動 。

「慎重にや っ て ご らん。」

「じゃあ 、 集め て か らに しよう。 」

「こ うしなさい 。 」

「端 っ こ に 寄 せ ろ よ。 」

「斜めになっ て るところは ない か な。」

「高くなっ てきた 。 」

「うん。」「そうだね 。 」〈うなず く〉

「だめ だよ。 」

「見 てるんじゃない 。 」〈無視〉

Affective

Speech
（略号 ：Aff）

感情の 表出をして い る発話。 「うわ
一」「こ わあ」

　 OtherSpecch

（略号 ：Oth）
課題関係 の ない 発話 。

「お 駄賃、お駄 賃、お 駄賃。」

「ご飯焼 い てくる 。 」

「」内発話 ・〈〉内行動
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］v．結 　果

　 1．幼 児ペ ア にお ける タス ク習熟度の変化

　まず、幼児単独に よる タ ス ク における カプ ラ

積 み の 結 果 と特徴 をTable 　2 に記 した 。 全体 と

して 、 高 く積 む とい う指示に対 して は、平積み

の 井桁 型に積 ん で い く幼児が多 くみ られ た 。 ま

た、100段 を超えた比較 的高 く積んだ幼児 （JI，

RK ，　TS ，
　HY

，
　RY ）は、実際の ペ ア タ ス ク活動 に

お い て 、高 く積 むと い う目標 を発話で 表明す る

（JI，　RK ，
　RY ） こ とや、細部に配慮した積み方で

タ ス ク を実行す る様子 （JI，
　RY ） が観察 で き

た。

　次 に、幼児 ペ ア 課題 の 結果 をTable　3 に示 し

た。Table　3 に示 した高 さの 結果 か ら、 1 回 目

と 2 回 目と比較 して 、 カ プ ラの 高さが 2 回 目に

大 き く上昇した幼児ペ ァ （ペ ア A と ペ ア D ） と、

変化 の 少 ない ペ ア （ペ ア B
，
ペ アC ，ペ ア E）に分

か れ た 。 そ の ため 、タ ス ク の 習熟度の 高い ペ ア

として ペ ア A 、ペ ア D 、習熟度の 低い ペ ア とし

て ペ ア B 、
ペ ア C 、

ペ ア E と分類 した 。

　 2．幼児ペ ア に お ける発話数に関す る比較

　各幼児ペ ア に よ る発話機能別の 発話数に つ い

て、Table　3か ら見 る と、 1 回 目 と 2 回 目の 試

行の い ずれ か
一

方で 200発話 を越 え 、 タ ス ク習

熟 度 の 高 い ペ ア A よ りも総 発話 数が多 い ベ ア

（ペ ァ C ，ペ ァ D ）が あ っ た 。 こ の こ とは、高 く

積 む とい う課題達成 に対 して 発話数が単 に多い

こ とが 有効 なの で はな い こ とを示 した 。

　こ の 点に つ い て 、 各幼児ペ ア の 発話の うち、

カ プラ の 積み 方や カ プラ 自体に つ い て の 話題が

あ っ た発話数を示 した Table　4 の 結果 か ら検討

した 。

　 Table　4か ら、 カプ ラ の 高 さが 2 回 目に大 き

く上 昇 した幼児 ペ アA と ペ アD に つ い て比較す

る と、 2 回 の 発話 数の 合 計が ペ ア A は ペ ア D の

約 3 倍 と なっ た 。 その ため、高 く積む とい うタ

ス ク習熟 を示 した ペ ア A とペ ア D に 関 して は 、

Table　3の 2 回 目 の 総発話数が 同等 で あ っ た と

して も 、
ペ ア A は 、

ペ ア D に比べ て発話 に お け

るカ プ ラに 関す る話題数が多か っ たた め、高 く

積む結果に結びつ い た と考る こ とが で きた 。

　
一

方で 、 2 回 目 の 総発話数 （Table　3 を参照）

に 対 す る 2 回 目 の カ プ ラ の 話 題 の 総発 話 数

（Table　4 を参照）の 割合 で 見 る と 、
ペ ア A は

Table　2　幼児単独 タス ク の 結果 ・特徴

ペ ア 名前 積み方 特　　徴 高さ

JI　 平積み 　井桁型 天井まで積む とい う目標 を持ち、積 み ながらカプラの 形を整える 。 101段
ADK

　 平積み 　井桁型 あまり丁寧に積まず、 座っ た まま積み 続ける。 84段

RK 　 平積み 　井桁型 積んだ カプラを上 か ら覗き込み、積みながらカプラの 形を整える。 131段
BME

　 立 ち　井桁型 カプラを立 て て積み 、 積 ん でい る 途中で自ら終了とする 。 28段

TS　 平積み　井桁型 少し上 からカプラを落とすように積ん で い く。 126段
CHY

　 平積み　井桁型 否定的な独 り言が 多く、積 ん で い る途 中で 自ら終了とす る 。 134段

RY 　 平積み 　井桁型 橋 が揃うように丁寧に積み、約20分間黙々 と積み続ける。 141段
DYT

　 鳥居型 何 度倒れ ても根気よく積み続け、積み方を変えない 。 4段

RN 　 平積み　井桁型 端が揃うように 丁寧に積み 、 積ん で い る途中で 自ら終了とする。 38段
EWK

　平積み 1枚に重ねる　 1枚の カプラの 上 に積ん で い き、積んで い る途中で自ら終了とする 。　 42段
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Table 　3 　ペ ア タ ス ク課題 （1 回 目
・2 回 目〉 の 結果

高さ Sta Req Com Pos Neg Aff Oth Total

A1st

2nd

　89段　　50（45．0）　　12（10．8）

177段 89（449 ） 26 （13．1）

　3（2．7）　　28（252）

10（5，1）　　52（26．3）

5（4．5）

9（4．5）

7（6．3）

ll（5．6）

6（5．4）

1（0，5）

111

198

B1st

2nd

100段 44（38．6） 21（18．4）

104段 22（36．7） 10（16．7）

10（8，8）　　　8（7．0）　29 （25，4）

　2（3．3）　12（20．0）　 9（15．0）

2 （1．4）

5（8．3）

0 （0．0）

0 （0．0）

114

60

C1st
2nd

88段 42（42．9）

100段 85（42．5）

5（5．1）

15（7．5）

　6（6．1）　17（ユ7．3）　　　6（6．1）

12（6．0＞　28（14．0）　27（13．5）

8（8．2）　14（14，3）

11 （5．5）　22 （11．0）

98

00

　

　

2

D1st
2nd

99段 21（31．8）

144段 34（15．4）

8（12．1）

17（7．7）

4（6。1）　 9（13．6）　11（16．7）　ll（16．7）　　2 （3，0）

14（6．3＞　29（13ユ）　41 （18．6）　　　8（3．6）　78（35．3）

66

221

E1st

2nd

92段 24 （40．7）　 5（8．5）

90段 42（40．0） 13（12。4）

1（1．7）　11（18．6）　　　2（3、4）　10（16．9）

5（4，8）　21（20．0）　12（11，4）　ll（10，5）

6（10．2）

1（1．0）

59

105

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　発話機能 で は発話数　0内％

Table　4　ペ ア タ ス ク 課題 （1 回 目 ・2 回 目） における カ プ ラに 関する話題 の発話

Sta Req Com Pos Neg Tota1

Alst
2nd

39（60．0）

67（55．4）

　5（7．7）

20（16．5）

3（4．6）

3（2．5）

15 （23ユ）

26 （21．5）

3（4．6）

5（4ユ）

65

121

Blst
2nd

27（37．5）

ユ7 （45．9）

18（25．0）

7（189 ）

7（9．7）

0（0．0）

ラ82（2

ラ6L2（8

18（25．0）

5（13．5）

2

7

7

3

C1st
2nd

21（63，6）

55（57．9）

　2（3．0）

10（10．5）

3（9．1）

5（5．3）

4 （12ユ）

10（10．5）

　3 （9．1）

15（15．8）

つ
U

尸
D

3

0げ

D1st

2nd

13（54．2）

21 （55．3）

4（16．7）

6（15．8）

1（4．2）

3（7．9）

6（25．0）

4（10．5）

0（0．0）

4（10．5）

4

8

2

3

E1st

2nd

13（56．5）

24（54．5）

3（13、0）

5（ll．4）

0（0．0）

0（0．0）

5 （2L7）

11（25．0）

2（8．7）

4（9ユ）

23

姐
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61．1％ （121発話／198発話）、
ペ アB は61．7％ （37

発話160 発話） と同等 で あ っ た 。 しか し、こ の

2 組 の ペ ア で は両方 の 発話数 の 差が 大 き く、 2

回 目の 高 さ も異 な る こ とか ら、タ ス ク実行時に

お ける発話に含まれ る カプ ラ に関する話題 の 割

合だ けな く、ペ ア 間の 総発話数 自体 を多 くす る

こ と も必要である こ とが示 された 。

　次 に 、 Table 　4 にお け る 2 回 目 の 合計発 話数

を見 る と、ペ ァ A が 121発話 に対 して 、ペ ア C は

95発話と他の ペ ア に比 べ て ペ ア A に近 い 値 で あ

っ た 。
ペ ア A とペ ア C の 発話 機能 に 関 して 、

ペ

ア A の 2 回 目の Pos が 26 （21．5％）、　 Neg が 5

（4．1％ ）で ある の に 対 し 、
ペ ア C の 2 回 目の Pos

が 10 （IO．So／．）、　 Neg が 15 （15．8％ ） とペ ア A と

ペ アC にお けるPosとNeg と の 間に有意 な差が 見

られ た　（X2 （1）＝10．85 ，
　p 〈 ．Ol）。 その た め 、カ

プ ラ の 話題 を扱 っ た発話 が多 くあ っ た として

も、肯定的な応答 を多 く行 うこ とが積 み木 を高

く積むこ とに関連 して い る と考 えた 。

　 こ れ らの 結果か ら 、 本研究 における積み木を

高 く積 むと い うタ ス ク習熟度が 向上 する た めに

は 、
ペ ア間の 対話そ の もの の 数を多 くとる こ と

と、タ ス クに関連す る内容の 発話 も相応 の 量 を

扱 う必要が ある こ とが わか っ た 。

　 3．幼児ペ ア にお け る発話機能の 比較

　 （1） 2 回 目で高さが上昇 した ペ ア の 特徴

　 2 回 目で積 み木の 高 さが 上昇 した ペ ァ に つ い

て 、 発 話機能別の 発話数 を示 した Table　3 を見

る と 、
ペ アA の 対話で は Sta、

　 Posの 値が特徴的

で あ り、 1 回 目、 2 回 目を通 して Sta とPos の 機

能が 全発話 の 中で高 い 割合 を占め て い た 。 例え

ば、Staと して 「曲が っ て る よ」、「斜め に な っ て

る よ」、「丁寧に」とい う言葉が 多 く使われ て い

た。こ の よ うな発話 に対 して、ペ ア の 相手が 肯

定的に捉 える こ とで相手の 意見や情報 を受け止

め て い る と考 えられた 。 実際 の 行動観察か ら、

相手か ら「曲が っ て る よ」と言わ れ た こ とで 、 他

方の 幼児 が 丁寧に積 ん で い く様子が 見 られた 。

また、相手の 幼児に よ る指摘や 自分で の 気付き

か ら、積ん だカ プラをまっ す ぐ修正 し、こ まめ

に形状 を整える こ とも見 られた 。 これ ら の 様子

か ら、ペ アA で は 、他者の発話内容を 自分の 意

見 に反映 させ て 行動 して い くこ とや 、 少 し積ん

で はお 互 い に 気付 い た点を声か け、相手の 意見

を受 け入れ、行動す る こ とが あ るため、高 く積

め た と考えた 。

　次 に、ペ アD は 単独 で の 課題実行 で 、最 も高

く積ん だ幼児RY と最低 で あ っ たの 幼児 YT に よ

る ペ ア で あ っ た 。 こ の ペ ア の 1回 目で は、発話

機能の Staが 全発 話の 30％ 以 上 を 占め て い た 。

しか し、 2 回 目で は、全発話の 35％ 以上 をOth

が 占め 、Staは 15％程 と な っ た 。 また、共 同 し

て カ プ ラ を 積 む場面 が ほ とん ど観察で きず、

RY が 1 人で 積 むこ とが多 く見 られ た 。さ らに、

ペ ア 課題 中 に RY は 「ふ ざけて る場合 じ ゃ な い

よ」とい う発話 が増加 し、YT に集 中する こ とを

促 して い た 。 その ため、 2 回 目で 高さが上 昇 し

たペ ア となっ たもの の 、幼児間の 共同行為や相

互作用が豊富で あ っ た ペ ア とは言 えなか っ た 。

　（2） 2 回 目で 高さの 変化が少 ない ペ ア の 特徴

Table 　5　ペ ア C の 会話例

Code HY

凍らせ るの かよ。

俺、カマ キリ持 っ て る。

カマ キリ持っ てね、寒 い 所に置い とい て、カキ ン 。

そうだよ。 冷凍庫に 入れて おい て。

え一。

じゃ あ、食 べ るの、食 べ るの 、カマ キ リ。

カマ キリ食べ られ るか。

あち一。

待 っ て 、今日、俺家 に 持 っ て帰る。

うん 。

うん、食べ られるよ、 焼けば い い ん だよ。

焼 い てね、焦げこげにするん だよ 。
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　 ペ ア 課題の 1 回 目と 2 回 目で高さの変化が少

なか っ た ペ ア に つ い て 検討 した 。 まず ペ ア Cに

つ い て 見 る と 、 Staや Posに お い て、ペ ア A の 結

果と大 き く変化の ない もの と見 える。 しか し、

ペ ァ C で は 、 発話機 能Neg の 2 回 目が 13．5％ で

あ り、Othは 1 回 目と 2 回 目ともに 10％台で あ

っ た 。 つ ま り、ペ アC で は否定的応答や 、 カ プ

ラを高 く積 む こ とに は関連 な い よ うな応答が多

か っ た と考え られ た 。 また 、 Table　5 に 示 した

対話例 の ように、こ の ペ ァ の幼児 は、カプ ラ を

積む こ ととは異なる こ とに意識が む き、集中 し

て取 り組 まない 傾向が 見 られ た 。

　次に 、ペ ア B で は 、
ペ ァ A に比べ て発話機能

Neg の 割合が 1 回 目 、 2 回 目 と もに高か っ た 。

その た め 、
こ の べ ァ で はお 互 い の 発言や 行動に

対 して否定的 な反応 を示す傾向が 多 く、高 く積

むこ とに作用 して い ない ようであ っ た。その こ

とは 、 1 回目 に比べ て 2 回目で は作成時間が 10

分か ら倍 の 20分に な っ た に もかか わらず 、 発話

数 は約半分 にな っ た こ とか らも推測で きた 。

　 ペ アE に つ い て Table　2 を見 る と、それ ぞ れ が

単独 課題 を実行 して い る とき、積ん で い る途中

で 自ら終了して い た 。 その ため 、 個人 タス クで

積 んだ と きよ りもペ ァ タ ス ク 時の 方が積んだ高

さが増加 した が 、
ペ ア タ ス ク の 1 回目と 2 回 目

ともに 100段 を超 えなか っ た 。 ま た 、
ペ ア E は

自分 た ちで 発 話 を抑制 す る こ とが 見 られ た

（Table　6 を参照）。

V ．考 　察

　本研究の 結果か ら 、 幼児ペ ア が積み 木を高 く

積む と い うタ ス ク 習熟の 向上 に 影響する 共同行

為に必要 な要因 は、ペ アA の ように 、
ペ ア間の

会話数 を多 く発話 する こ と、タ ス ク の 内容 に 関

連す る話題 を多 く扱うこ と、そ れ らを通 じて相

手の 要求や提案 を肯定的に受け入 れ る こ と、 と

い う 3 つ で ある こ とがわ か っ た 。

　まず、幼児ペ ア 問で 会話 を頻繁に 行うとい う

こ とが必要 で ある 。 会話 をた くさん 行 うこ と、

つ ま り活発な相互作用は、相 手の 考えや 思 っ て

い る こ とを了解 し、自分の 考えや 思 っ て い る こ

とを表出で きる機会 となる で あろ う。 次に、ペ

ア 間で の 活発 な意見交換 に お い て 、課題 内容 に

沿 っ た発話 を多 く扱 うこ とに よ り、今まで 自分

が知 らなか っ た こ とや、既に知 っ て い た こ とを

さらに深め る機会が増 して い くと考える 。 また 、

こ うした他者 との 相互 作用で は、相手の 意見や

提案を肯定 し、 認め る ように 応 じる こ とで 、相

手の 意見を受け入 れ る だ けで な く、相手に意見

など を話 しやす くする こ と とな り、 結果 と して

課題 目標の 共有に つ なが り、 共同行為 に よる タ

ス ク習熟度が 向上 して い くこ ととなる と考える

こ とが で きる 。

　こ うした共同行為に お ける相互作用 を進める

際に、ペ ア とな っ た幼児同士 が タ ス ク の 目標 に

関する前提条件 をお互い に共有する こ とは、活

発 な対話を生 み 出すため に重要 で あ る と考え

る 。 その ため 、幼児同士が既知の 交友関係をも

Table　6　ペ ア E の 会話の
一

部

RN WK

しゃ べ りながら。

うん。

早く。

〈少し待つ が 、すぐに手をだす 〉

怖い 。

早く。

これぐらい い っ たよね、前 。

また壊しちゃ っ たら、これぐらい に なっ ちゃ うん じゃ ない 。

うん 。

もう
一

回 や るしかない 。

し
一

っ 。

ここ 、 ちょっ と待っ て、ちょっ と待 っ てね 。

ちょっ と待っ て ね 。

まだ待っ て て 。

〈RN に言われ積み始め る〉

もう静 か にして や ろう。
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ち、相互 に前提条件 を共有しや す い 条件は有利

である と考えられ る。 しか し、タ ス ク習熟度の

発達 には、幼児相互 の 交流だ けで な く、 相手 と

の 活発 な対話や相手の 発言や提案な どを肯定的

に応 じする こ とな ど、 共 同行為の質を考慮する

必要が ある と考えられた 。

　 4 〜 5 歳 は自己中心 的思考の 段階に ある と言

われ て い る （鈴木，2007）。 相手 の 発 言に肯定

的に とらえる こ とによ り、 自分 の 知 らなか っ た

こ とに気づ くこ とは 、 自己中心性の 脱却の 過程

に ある と言 える で あろ う。 こ の プ ロ セ ス に 、 本

研究の 結果で ある 3 点は関連が ある と考える 。

村田 （1987）は、言葉 を交わす こ とで 、相互理

解が深め られ、さら に …つ の 仕事 を協力 して達

成する こ とがで きる と述べ て い る 。 タ ス ク に関

する会話 を頻繁に交わすこ とに よ っ て 目標 を達

成する た め に必 要な コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の 量 と

質が保 たれる 。 そ の こ とに よ り、カ プラ とい う

積み木 を積むタス クに対 する前提条件を幼児が

互 い に共有する こ と となり、 自分の 考え と他者

の 考え との 違 い がわか りやす くなる こ とで もあ

る。

　人間は
一

人
一

人性格や 考えが異 な るた め 、 同

じ年齢 の幼 児で も発想や発言が異 なる こ とは明

らかで あろ う。 保育場面の よ うに 、 仲間たちの

中で会話を頻繁に行 うこ とは多様 な個性 をもつ

仲間に よる様 々 な意見や 表現 に出会う機会で あ

り、そ れ らが、自分の 知 らなか っ た こ となど に

出会う可能性 を高 くする と考えられ る 。 そ して 、

会話の 相手に よる提案や 意見 を肯定的に受け入

れる こ とは 、自分の 知 らなか っ た こ とや気付か

なか っ た こ とが 相手の 発言か ら得 られ る こ とに

つ なが る。そ の た め、幼児が 多くの 仲間 と共同

した活動に参加する能力は、自分の 達成 して い

ない 知識領域 に達する こ とや 、既 知の 情報 と統

合する レ デ ィ ネス が幼児に備わ る こ とに繋がる

と考える こ とが で きる で あろ う。

V【．今後の課題

　発達 の 最近接領域 の 概念で は、大人 の 指導や

援助、そ して 自分 よ りも知的な仲間 との 共同作

業の 時 に考 え られ る もの と して い る が 、 同年齢

の 幼児 同士 が課題を解決するために、お互い の

意見を出 し合 うこ とも、新 たな見識 に気 づ く機

会 となる と考える の で はな い だろ うか 。 お茶の

水女子大学子 ども発達教育研 究セ ン ター（2004）

に よる と 、 子 ど もは多 くの 時間を自由遊びに使

い 、 教諭か らの 直接的な教示は ほ とん どな い 状

況 にある と報告 して い る こ とか らも、 保育に お

ける子 ども同士 の 共同行為に関 して 、幼児間 の

会話か ら相互 の 情報共有 を行 うこ とに 関 して分

析す る こ とが重要で ある と考える 。 そ の 結果 か

ら、教諭 の 適切 な環境構成や 、 幼児が 自分たち

で 様々 な対話機会を創出す る こ とへ の 示唆が得

られ るだ ろ う。
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Development  of  Task  Achievements  in Infants in Cooperative  Actiyities with  Peers

Tatsuya  ITAKURA*,  Takeshi  TSUKADA",  and  Tsutomll  NAGASAKI""

  This study  have discussed thc factors which  affeet  the height and  the constructing  process of  the

wood-chips  in the infant peers sening,  to research  the roles of coeperative  activities with  infants peers,

on  the task about  stacking  the  wood-chips  called  
"KAPLA"

 higher. We  have examined  the difference

of  the height ofthe  wood-chips  tower  and  the  features of  cooperative  activities  between  2 infants, with

transcriptions ofthe  utterances  and  the activities in this task, from 5 peers of  infants (10 subjects) who

are  in same  age.  The  results  ofthis  study  show  3 issues as  fo11ow. ; To  have more  frequently conversa-

tion between the peers, to set  up  the  quantity of  conversation  topics cerresponding  to goal of  the task,

and  to accept  well  the comments  from the partner and  to put it into action.  And,  it is effective  in the

task  achievement  of  the subjects  to acquire  new  strategy  and  knowledge  from the consequence  ofthese

issues. These findings suggest  that it is effective in the development of  infants through  cooperative  ac-

tivities and  interactions each  other  to learn new  concepts  from social  communication  with  peers in

same  age, in addition  to the activities  with  older  children  and  directions or  instmctions from  adults.

Key  VVords:cooperative activities  in infants, communication  between peers, quantity, and  quality of

communicativeinteraction
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